
 

 

 

路傍にたたずむ石仏をまとめた『旧三田ヶ谷村 路傍
ろ ぼ う

の石仏』が刊行されました！ 

“三田ヶ谷地区地域史発掘事業実行委員会”で調査し、 

作り上げたものです。 

                           三田ヶ谷公民館にも蔵書されています。 

ぜひ手に取って、地域を再発見してみてください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この夏、三田ヶ谷公民館 図書室の本をよみませんか？ 

 図書ボランティアの御協力のもと、本を借りてくれたお友だちには、“おかし”を 

プレゼント！  

本をよんで、心も体も元気になろう！！ 

【内 容】 

★おかしプレゼント期間は、令和６年７月いっぱい 

（休館日をのぞく午前９時から午後５時のあいだ） 

★原則、７月中の土日に本を借りたお友だちにおかしをプレゼント。 

 ただし、中学生まで。 

★おかしのプレゼントは、図書利用者１人につき１日１回。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和  ６ 年 ７ 月 １ 日 

発行  三田ヶ谷公民館  

TEL ５６５－００４０ 

☆裏面もご覧ください☆ 



 

 

 

 

 

 

 

 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第３回 石橋供養塔) 

三田ヶ谷の一区広川耕地には、お堂と石造物がまとまって建つ一角があります。 

その中に、「石橋供養塔」と刻まれた石造物が現存しています。 

これは、1849 年に前沼落悪水路（現新槐堀川）に架かる地蔵堂橋を、石橋に架け替え

たときに建てたものです。 

石橋への架け替えは多額の費用がかかり、容易にできるものではありませんでした。 

そのため、この大事業を終えると、橋の安全と交通の無事を祈って石橋供養塔を建てた

のです。また、供養塔の建立には、善を積むという意味もありました。 

ところで、この橋は「論所橋」とも呼ばれていました。水難をめぐる問題で、橋がしば

しば論争の種となっていたためです。 

石橋への架け替えは、そのような長きにわたる論争の上に実施された事業でした。 

しかし、1935 年に前沼落悪水路の改修により、川の流れが変貌。そのため 1938 年頃に

石橋はその役割を終えたのでした。 

現在、新槐堀川には新広川橋が架かっています。一方で、道のかたわらに建つ石橋供養

塔は、かつての地蔵堂橋（論所橋）とその位置を伝えています。（参考：『三田ヶ谷の地誌』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田ヶ谷広川の“地蔵堂橋（論所橋）跡”と、 

“石橋供養塔”の建つお堂（右手の木々の中）。 

はつらつ教室のお知らせ 

日  時：７月２６日（金）１０時～１１時 

持 ち 物：タオル、飲み物 

場  所：三田ヶ谷公民館“和室” 

健康運動教室のお知らせ 

日  時：7月１0 日（水） 

１０時～１１時３０分 

持 ち 物：タオル、飲み物 

場  所：三田ヶ谷公民館“講堂”  

お問合せ：高齢介護課 

三田ヶ谷グラウンド・ゴルフ大会  

夏季大会  

☆令和６年６月５日開催 

◎優  勝  関口   雅博 様 

◎準優勝  長谷川 一男 様 

◎第三位  櫻井   洋  様 

 

 

 

 

 

 

皆様おめでとうございます！！ 

７月の休館日 

       

 

 

 

 

毎週火曜日、７月１５日（祝） 

       

 

 

 

 


